
「学校は自分たちの力で楽しいものにでき

る」ことを自分たちの活動や体験を通して

子どもたちに実感してほしいとずっと思っ

てきました。これまで児童会代表委員会の

企画やふれあい活動、学級のイベント等で

自分たちでやってみたい・実現したい活動

に挑戦し、役割や段取りなど、少しずつ自

分たちのものにし、やがてどんどん進めら

れるようになる姿を見てきました。最初は

恥ずかしくても１回体験すると臆せず堂々

とでき、慣れてくればアドリブを入れたり

する点も子どもたちのすごいところです。一昨日実施の代表委員会企画「全校おにごっ

こ」も学校再編前最後に全校児童が校庭に集い、みんなで楽しみながら汗をかくという

企画でした。奇数学年組・偶数学年組の２回、春の陽気を感じながら楽しみました。

楽しく国際感覚や外国語（英語）を身に

つけることができるよう、JTE（日本人英

語指導者）さんが、１年生から６年生まで

の授業に入っています。これまで５年間、

海外生活の経験等を生かし指導していただ

きましたが、今年度で終了のため、最後に

お別れメッセージをいただきました。放送終了後サプライズとして６年生が花束・寄せ

書きをもって駆けつけました。他学年でも感謝を伝える微笑ましい場面が見られました。

５年間、本当にありがとうございました。 Thank you very much for five years.

一昨日の大地震にショックを受けたお子さんも多かったのではない

かと思います。私の居住区（震度６弱）は、今回も昨年２月・３月の地

震時も停電になりました。今回の家の中のめちゃめちゃ度合いは3.11並

かそれ以上のように思いました。停電の中、懐中電灯の配置や携帯型ラ

ジオ、転倒する危険がある家具のつっぱり棒、物を積み上げない収納方

法、そして、ふだんの整理整頓等、日頃の備えが大事だなと感じました。
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教 ☆すすんで学ぶ子ども
育 ☆思いやりのある子ども
目 ☆ねばり強い子ども
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